
平成２６年度 第１回

広島市公共事業再評価審議会

説明資料

平成２６年１１月１８日

広島市道路交通局道路部街路課

〃 道路課

今回の再評価対象事業
（街路事業 ４路線、道路事業 １路線）

再評価実施後、５年間が経過

再評価実施後、５年間が経過

再評価実施後、５年間が経過

再評価実施後、５年間が経過

中筋温品線（１工区）
延長：1,280ｍ 幅員：35ｍ

中筋温品線（６工区）
延長：790ｍ 幅員：47ｍ

吉島観音線外１
延長：1,190ｍ 幅員：20～30ｍ

伴広島線
延長：2,530ｍ 幅員：10ｍ

段原蟹屋線外１
延長：633ｍ 幅員：25～32ｍ

再評価実施後、５年間が経過
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・広島市の街路事業の概況
・評価結果の説明資料（路線ごと）

広島市の街路事業の概況
（1） 都市計画道路の整備状況等

都市計画道路の整備状況

路線数 計画延長 整備済延長 整備率

１４５ 約４１４㎞ 約３１１㎞ ７５．２％

平成26年度事業箇所（１２路線【１３区間】） 4
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広島市の街路事業の概況
（2） 街路事業の予算の推移

平成10年度 平成26年度

平成10年度→平成26年度
３割程度まで落ち込む

このうち、一般街路の
事業費は３割程度 中筋温品線（１工区）

街路事業

（道路交通局道路部街路課）

広島ＩＣ

広島駅

■事業の概要

上空から見た中筋温品線及び１工区の位置

安佐南区中筋
三丁目

東区温品
一丁目

安佐北区口田南
一丁目

中筋温品線（６工区）
L=790m

東区中山東
三丁目

中筋温品線（１工区）
L=1,280m
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■事業の概要

中筋温品線(１工区) 
L=1,280m Ｗ＝35m

安佐南区役所

広島ＩＣ
安佐南区 安佐北区

祇園新道

アストラムライン
中筋駅

イオンモール祇園

安佐南区中筋
三丁目

安佐北区口田南
一丁目

予定事業期間
平成１２年度～平
成３０年代前半

総事業費 １５６億円

平成２５年度末の執行
事業費

４９億２，２００万円

進捗率（事業費ベース） ３１．６％

太田川



平面部 高架導入部 平面部

■事業の概要

中筋温品線（１工区） 計画断面図
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１６.0ｍ

４.5ｍ 5.0ｍ ８.0ｍ ４.5ｍ5.0ｍ８.0ｍ

３５.0ｍ

■再評価の視点
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① 事業を巡る社会情勢等の変化

【地域情勢の変化】

・幅員の狭い生活道路中心の地区

・橋りょう整備により太田川の両岸地区を連絡

地区住民から継続的な早期整備の要望
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現在価値の算出

１．費用及び便益算出の前提
社会的割引率：４％ 基準年次：評価時点（平成２６年）
検討年数 ：５０年

２．便益の算定
①交通流の推計

○交通量 ○走行速度
○路線条件

②便益の算定
○走行時間短縮便益
○走行経費減少便益
○交通事故減少便益

３．費用の算定

○道路整備に
要する事業費

○道路維持管理に
要する費用

社

会

的

割
引

率
費用の現在価値便益の現在価値

４．費用便益分析の実施

総 費 用総 便 益

〔「費用便益分析マニュアル」（国土交通省 道路局 都市・地域整備局 平成20年11月）より作成〕

② 事業の投資効果
費用対効果分析のフロー
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■事業全体 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

総便益 Ｂ 245.1億円 ÷ 総費用 Ｃ 182.0億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 1.3

総便益 Ｂ 245.1億円 ÷ 総費用 Ｃ 122.4億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 2.0

■残事業 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

■感度分析（残事業に対して、各要因を変動させ分析）

・交通量変動 Ｂ/Ｃ＝2.1（＋10％）～1.7（－10％）
・事業費変動 Ｂ/Ｃ＝1.8（＋10％）～2.2（－10％）
・事業期間変動 Ｂ/Ｃ＝1.7（＋20％）～2.1（－20％）

総便益（Ｂ）が総費用（Ｃ）を上回っている
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② 事業の投資効果
費用対効果分析の結果

【円滑なモビリティの確保】

中筋温品線（１工区）始点付近の
渋滞の様子
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（1/5）

3.4

1.9

整備なし 整備あり

渋滞損失時間（Ｈ４２）

（単位：万人・時間/年）

1.5（万人・時間/年）
（44％）削減

中筋温品線
（環状型道路の
一部を構成）

広島都市圏幹線道路網計画図（H4.8周辺幹線協）)

【都市の再生、国土・地域ネットワークの構築】

周辺市街地環状型道路
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（2/5）
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【個性ある地域の形成】

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（3/5）

安佐大橋

安芸大橋

中筋
地区

口田
地区

地域分断の解消

安佐大橋
～安芸大橋
約３ｋｍ

所要距離
が１／３
に削減！

中筋温品線（１工区）

広島ＩＣ （整備前）
所要距離４．３ｋｍ

（整備後）
所要距離１．２８ｋｍ

太田川
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【安全な生活環境の確保】

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価
するための指標（4/5）

中筋小学校 通学路（抜粋）

転換

転換

転換

通学路

祇園新道 太田川

【災害への備え】

削減される自動車からのＣＯ2（H42） ２，１００t-CO2/年

ＣＯ2排出量削減便益 ６０７．１万円/年

幅員の狭い
道路

【地球環境の保全】
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（5/5）

L=1,280m、W=35m

太
田
川→国

道
54
号

広
島
三
次
線

（
堤
防
道
路
）

中筋温品線（１工区）

（
市
道
）

（
市
道
）

【残事業の内容】 用地取得、道路新設工事、橋りょう新設工事

橋りょう新設工事 Ｌ＝４００ｍ

【事業進捗の見通し】
・暫定的な整備・供用を行いながら計画的な進捗を図る。

川
の
内
線
（
未
整
備
）
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用地取得、道路新設工事

③ 事業の進捗状況 ④ 事業の進捗の見込み
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【コスト縮減の可能性】

・効率的な施行の計画

・建設副産物の発生抑制及び再生材利用

・橋りょう新設工事における構造や架設工法の
検討等

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性



【代替案立案等の可能性】
①地区内の交通の円滑化や安全な生活環境
を確保する路線

②橋りょう整備による太田川の両岸地区を結
ぶ路線

現計画のもと、事業を進めて
いくことが適当

地区住民の期待を受けながら、用地取得が進捗
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⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

対応方針（案） ・・・ 事業継続

① 環状型道路の一部を構成する路線

② 地区内の交通の円滑化や安全な生活環境を確保

する路線

③ 橋りょう整備により、太田川の両岸地区を結び、地

域分断を解消する路線

対応方針（案） ・・・ 事業継続

① 環状型道路の一部を構成する路線

② 地区内の交通の円滑化や安全な生活環境を確保

する路線

③ 橋りょう整備により、太田川の両岸地区を結び、地

域分断を解消する路線

■対応方針(案）

地区住民による早期整備の要望が強い

引き続き、事業を推進する
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中筋温品線（６工区）

街路事業

（道路交通局道路部街路課）

■事業の概要

中筋温品線(６工区)
L=790m W=47m

中山小学校

広島高速１号線

広島高速２号線

東区温品
一丁目

予定事業期間
平成１２年度～平
成３０年代前半

総事業費 ８０億円

平成２５年度末の執行
事業費

４６億２，５００万円

進捗率（事業費ベース） ５７．８％

フォレオ
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市道東３区
９４号線

県道府中祇園線

広島中島線
中山尾長線

東区中山東
三丁目

間所ＩＣ



４.5ｍ ４.5ｍ5.0ｍ 5.0ｍ

47.0ｍ

平面部 高架導入部 平面部

中筋温品線（６工区） 計画断面図

■事業の概要
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■再評価の視点
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【地域情勢の変化】
・周辺道路の交通需要の増加
①大規模商業施設の開店（平成21年11月）
②広島高速２号線（平成22年4月）開通

地区住民を中心とした早期整備の要望

市道東３区９４号線の渋滞の様子
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① 事業を巡る社会情勢等の変化

■事業全体 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

総便益 Ｂ 291.7億円 ÷ 総費用 Ｃ 106.8億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 2.7

総便益 Ｂ 291.7億円 ÷ 総費用 Ｃ 49.4億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 5.9

■残事業 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

■感度分析（残事業に対して、各要因を変動させ分析）

・交通量変動 Ｂ/Ｃ＝6.0（＋10％）～5.6（－10％）
・事業費変動 Ｂ/Ｃ＝5.4（＋10％）～6.6（－10％）
・事業期間変動 Ｂ/Ｃ＝5.5（＋20％）～6.1（－20％）

総便益（Ｂ）が総費用（Ｃ）を上回っている
28

② 事業の投資効果


